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該合併の日から１箇月以内に，公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5
条第 17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
 
（残余財産の帰属） 
第 35 条 この法人が清算をする場合において有する残余財産は，評議員会の決議を経て，
公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第 5条第 17号に掲げる法人又は国若
しくは地方公共団体に贈与するものとする。 
 

第 9章 公告の方法 
（公告の方法） 
第 36条 この法人の公告は，主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により行
う。 
 
 附 則 
1 この定款は，一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第 1 項
に定める公益法人の設立の登記の日から施行する。 
2 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認
定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第 106 条第 1 項に定める特
例民法法人の解散の登記と公益法人の設立の登記を行ったときは，第 6 条の規定にかかわ
らず，解散の登記の日の前日を事業年度の末日とし，設立の登記の日を事業年度の開始日

とする。 
3 この法人の最初の理事長は福富敬治とする。 
4 この法人の最初の常務理事は能勢和正とする。 
5 この法人の最初の評議員は，次に掲げるものとする。 
  柴田昌夫，渡辺登志子，片山美代子，川端一彰，金子知拓，山本英生，奥田信一， 

橋本健治，木田親典，山下昇一，山岡義明 以上 
 
 
別表 基本財産 
 

 
財産種別 

 

 
場所・物量等 

 
投資有価証券 

 

 
25,000,000円 

 
 
上記のとおり，現行定款と相違ありません。 

 
公益財団法人京都市障害者スポーツ協会 代表理事（理事長） 福富 敬治 



平成22年5月31日現在

役職名 氏名 備考

理事長 芝田　徳造  京都障害者ｽﾎﾟｰﾂ振興会顧問

常務理事 能勢　和正  京都市障害者ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰセンター長

理事 内田　寛治  (社)京都府医師会理事

理事 川面　幸男  京都障害者ｽﾎﾟｰﾂ振興会会長

理事 西村　文治  京都市文化市民局市民ｽﾎﾟｰﾂ振興室長

理事 近藤　幸一  京都市聴覚言語障害ｾﾝﾀｰ所長

理事 野地　芳雄 （社） 京都精神保健福祉推進家族会連合会会長

理事 瀧本　章  京都市保健福祉局保健福祉部担当部長

理事 松本　忠之  (財)京都新聞社会福祉事業団常務理事

理事 松井　輝夫  (社)京都手をつなぐ育成会副会長

理事 日野　勝  (社)京都市身体障害者団体連合会副会長

監事 堀村　不器雄 堀村公認会計士事務所所長

監事 高木　進 京都市みぶ身体障害者福祉会館館長

監事 藤川　創  京都市保健福祉局保健福祉部障害保健福祉課担当課長

評議員 奥田　信一 京都市立総合支援学校長会会長（北総合支援学校長）

評議員 大川　昭 （社）京都ボランティア協会常務理事

評議員 片山　美代子 京都障害者スポーツ振興会副会長

評議員 金子　知拓 京都障害者スポーツ振興会事務局長

評議員 川端　一彰 京都障害者スポーツ振興会副会長

評議員 木田　親典 （福）太陽の家京都事業本部長

評議員 新室　邦明 （社）京都市身体障害者団体連合会事務局長

評議員 池田　健 京都市身体障害者リハビリテーションセンター次長

評議員 山岡　義明 （福）京都市社会福祉協議会事務局長代理

評議員 山本　英生 京都市教育委員会事務局指導部総合育成支援課長

評議員 渡辺　登志子 （社）京都市身体障害児（者）父母の会連合会会長

公益財団法人京都市障害者スポーツ協会　役員名簿
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平成 21 年度事業報告 
 

本年 3 月にカナダで開催されたバンクーバー冬季パラリンピックや，直前の

冬季オリンピックでのわが国の選手の活躍は人々の記憶に深く刻み込まれまし

た。一方，2月に開催された全国車いす駅伝競走大会において，地元京都Ａチー

ムが 2連覇を達成し，3度目の優勝を果たすなど，障害のある人のスポーツ界で

の快挙が相次いで伝えられました。これらの話題を取り上げるメディアも年々

積極性を増していることが感じられ，それに伴い人々の障害のある人のスポー

ツへの関心も一層高まったように思われます。 

平成 21 年度，京都市障害者スポーツ協会は，指定管理者制度による京都市障

害者スポーツセンターの管理者として 4 年を経過し，今後も管理者としての指

定を確実なものとするために，安全・安心を基軸として，利用者の満足度の向

上や事業の効率化に向けた運営に努めるとともに，併せて，新制度の下での「公

益財団法人」への移行手続きを完了し，平成 22 年度から新たなスタートを踏み

出す準備を終えたところです。 
センターの利用は，厳しい社会情勢の中，毎日を元気に過ごし，より積極的

な日常生活と社会参加をするためにスポーツ活動を通して体力を養い，健康の

維持増進に取り組もうとする利用者の積極的な姿勢と，利用促進のための周知

活動などが相まって，過去最高であった前年度に比べ，延べ利用者数において

更に 6,900 余名の増加となりました。 

また，事業内容も，希望の多いスポーツや文化教室等を中心に工夫を凝らし

たほか，将来のアスリートの育成に視野を置いた水泳や卓球のレベルアップ教

室を新設し，より高いレベルを目指す利用者の要望に応える一方で，未経験者

や初心者向けのワンポイントレッスンでは，人気の高い種目の開催回数を増加

させ，統合可能なレッスンの組み合わせを工夫することにより，内容を充実す

るとともに参加しやすくしました。 

更に，センターでのボランティア活動への参加拡大を目的として，障害のな

い人が参加できる教室や大会を開催するなど，センター及び障害のある人々へ

の理解を深めるとともに，関わりをさらに前進させ，当協会の基本理念である

「障害のある人々とない人々とが共生する心豊かな社会」へ，さらに一歩進め

るための取り組みを行いました。 

私たちは，永年蓄積してきたノウハウに，さらに新たな取り組みを積み重ね，

毎年度，斬新な事業運営に挑戦する一方で，新たな制度での「公益財団法人」

にふさわしいセンターの管理者として，つぎの指定管理者の更新を目指すとと

もに，常に，利用者本位の視点に立ったサービスを忘れることなく，利用者の

信頼を一層揺るぎないものとするため，役職員一同，引き続きセンターの運営

に邁進してまいります。 
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１.障害のある人々の健康の増進を図るためのｽﾎﾟｰﾂについて必要な指導および事業の実施 

(1)スポーツ教室の開催 

№ 教室名 回数 延人数 平均 

1 こども水泳 ペンギンコースⅠ 6 67 11.2 

2 こども水泳 ペンギンコースⅡ 6 41 6.8 

3 こども水泳 ペンギンコースⅢ 5 43 8.6 

4 こども水泳 ペンギンコースⅣ 5 28 5.6 

5 こども水泳 ペンギンコースⅤ 6 65 10.8 

6 こども水泳 ペンギンコースⅥ 6 57 9.5 

7 こども水泳 ラッココースⅠ 6 102 17.0 

8 こども水泳 ラッココースⅡ 6 68 11.3 

9 こども水泳 ラッココースⅢ 5 48 9.6 

10 こども水泳 ラッココースⅣ 5 65 13.0 

11 こども水泳 ラッココースⅤ 6 71 11.8 

12 こども水泳 ラッココースⅥ 6 73 12.2 

13 こども夏期水泳 ペンギンコースＡ 5 39 7.8 

14 こども夏期水泳 ペンギンコースＢ 5 28 5.6 

15 こども夏期水泳 ラッココースＡ 5 43 8.6 

16 こども夏期水泳 ラッココースＢ 5 58 11.6 

17 成人水泳Ⅰ 8 61 7.6 

18 成人水泳Ⅱ 8 77 9.6 

19 成人水泳Ⅲ 8 61 7.6 

20 成人水泳Ⅳ 8 48 6.0 

21 ハロウィック水泳法 8 124 15.5 

22 レベルアップ水泳 24 208 8.7 

23 ストレッチングⅠ 5 62 12.4 

24 ストレッチングⅡ 5 78 15.6 

25 ストレッチングⅢ 5 22 4.4 

26 ストレッチングⅣ 5 77 15.4 

27 ストレッチングⅤ 5 62 12.4 

28 ウォーキングⅠ 5 101 20.2 

29 ウォーキングⅡ 5 89 17.8 

30 ウォーキングⅢ 5 74 14.8 

31 転倒防止・バランスⅠ 5 76 15.2 

32 転倒防止・バランスⅡ 5 93 18.6 

33 転倒防止・バランスⅢ 5 117 23.4 
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34 転倒防止・バランスⅣ 5 89 17.8 

35 放課後スポーツⅠ 22 171 7.8 

36 放課後スポーツⅡ 23 492 21.4 

37 放課後スポーツⅢ 23 511 22.2 

38 こどもレクリエーションⅠ 7 193 27.6 

39 こどもレクリエーションⅡ 6 96 16.0 

40 ビームライフル 7 88 12.6 

41 アーチェリー 12 65 5.4 

42 エコロベース 7 47 6.7 

43 卓球初級 7 72 10.3 

44 レベルアップ卓球 8 44 5.5 

合         計 334 4,194 12.6 

(2)ワンポイントレッスンの開催 

№ 事業名 回数 延人数 平均 

1 水泳ワンポイントレッスン 24 345 14.4 

2 水中エクササイズワンポイントレッスン 64 833 13.0 

3 ストレッチング・チェアエクササイズワンポイントレッスン 48 2425 50.5 

4 テニスワンポイントレッスン 24 314 13.1 

合             計 160 3,917 24.5 

(3)各種体験会の開催 

①館内体験会 

№ 事業名 回数 延人数 平均 

1 パットゴルフ体験会 12 225 18.8 

2 あんま・マッサージ体験会 10 122 12.2 

3 元気っ子タイム 2 50 25.0 

合          計 24 397 16.5 

②館外体験会 

№ 事業名 場 所 実施日 人数 

スポーツフィッシング体験会（前期） 琵琶湖 6/14 14 
1 

スポーツフィッシング体験会（後期） 琵琶湖 11/8 15 

2 
タンデムサイクリング体験会 

兼 ハンドサイクル体験会（共催） 
宝ヶ池 9/21 41 

合                計 70 

 

 

 



4 

（4)つどいイベントの開催 

№ 事業名 実施日 回数 人数 

1 ハロウィック法水泳のつどい 
 4 月～7 月，

9 月～12 月 
16 443 

2 ふれあいスポーツＤＡＹ 4/5～/2/11 6 417 

3 体力テストＤＡＹ 4/12～12/13 4 195 

4 センター夏祭り 8/2 １ 3,331 

5 みんなで運動会 10/12 １   155 

6 センタークリスマス会 12/20 １ 1,766 

7 地域交流シネマ上映会 2/28 １   188 

8 地域ふれあい感謝祭（共催） 3/21 １ 1,290 

合              計 31 7,785 

(5)各種競技会開催 

№ 事業名 実施日 人数 

1 第 15 回センター卓球大会 4/19 103 

2 第 18 回障害者ｼﾝｸﾛﾅｲｽﾞﾄﾞｽｲﾐﾝｸﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（共催） 
 5/ 9，

  10 

1 日 304 

2 日 518 

3 第 12 回京都紫竹ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ杯ﾊﾟｯﾄｺﾞﾙﾌ大会（共催） 5/31 34 

4 第 21 回センター水泳記録会 10/4 106 

5 第 1 回バレーボール大会 10/9 126 

6 第 20 回全京都車いすﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ大会兼全国交流大会（共催） 11/29 195 

7 第 18 回障害者の日市民啓発ふれあい卓球ﾊﾞﾚｰ大会（共催） 12/6 720 

8 第 11 回京都障害者ボッチャ大会（共催） 1/17 38 

9 第 18 回センター室内アーチェリー大会 3/7 42 

10 第 9 回センターエコロベース大会 3/28 68 

合                   計 2,254 

(6)スポーツ医事相談の実施 

①医師，理学療法士による相談 

       11 件(利用に関するもの 5件，リハビリに関するもの 3件，病気に関するもの 2 

件，生活に関するもの 1 件，) 

②職員による新規面談及び新規指導 

《個人面談数》                    （人） 

肢体 視覚 聴覚言語 内部 療育 精神 合計 

159 18 15 43 169 85 489 
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（7）障害のある人々への健康増進のための運動プログラムの作成・指導 

       《運動プログラム指導》 

553 件（延べ回数） 

＜指導者数＞                （人） 

 肢体 視覚 内部 介助 合計 

男性 245 0 1 0 246

女性 262 14 15 16 307

 

２.障害のある人のスポーツ振興に必要な各種講習会の開催 

(1)各種目別講習会の開催 

№ 事業名 実施日 人数 

1 運動講習会（知って得する話） 
4/25～3/13 

全 6 回 
99 

2 飛込み講習会 
5/17～9/4 

全 4 回 
31 

3 ミュージックケア京都セミナー（共催） 6/13,14 241 

ハロウィック水泳法講習会基礎コース［前期］（共催） 7/25,26 18 
4 

ハロウィック水泳法講習会基礎コース［後期］（共催） 11/15,16 42 

5 ハロウィック法水泳ヘルパー講習会 8/30 10 

6 障害者シンクロナイズドスイミング講習会（共催） 9/19,20 21 

ﾊﾛｳｨｯｸ水泳法講習会ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞｺｰｽ［前期］（共催） 10/24,25 24 
7 

ﾊﾛｳｨｯｸ水泳法講習会ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞｺｰｽ［後期］（共催） 3/13,14 22 

8 車いすハンドボール審判養成講習会（共催） 
10/24～1/28 

全 6 回 
106 

9 救急法講習会 3/10 8 

合              計 622 

 

(2)ボランティア養成のための各種講習会の開催 

①センターボランティア養成講座の開催 

受講者 7 名 (２月７，８日) 

②センターボランティア研修会 

№ 研修名 実施日 人数 

1 事業説明及び協力依頼 4/26 29 

2 卓球室運営に関わる話し合い 5/16 17 

3 卓球室運営に関わる話し合い２ 6/20 13 

4 夏祭り実施に向けて 7/5 25 
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5 水泳教室でのサポートの方法 7/11 15 

6 ボッチャ審判講習Ⅰ 8/30 10 

7 ボッチャ審判講習Ⅱ 9/6 8 

8 ボッチャ審判講習Ⅲ 9/13 8 

9 クリスマス会実施に向けて 11/8 18 

10 スキルアップ講座（知的障害について） 12/5 19 

11 心肺蘇生法，ＡＥＤの使用方法 3/20 15 

合            計 177 

 

３.京都市障害者スポーツセンターの管理及び運営受託に関する事業 

(1)京都市障害者スポーツセンターの供用にかかる業務 

※年間の利用状況については，別表参照 

(2)施設及び設備の維持管理業務 

①施設･設備･備品等の修繕（１件２０万円以上のもの） 

修繕名等 

金額（円：

税込） 業者名 

トレーニング機器修理 238,717 セノー 

小プール循環ポンプ修理 205,800 伏見管工 

プール系統空調機ファン及びコイル面整備 303,030 東テク 

中央監視装置ＦＤドライブ更新 493,500 日新電機 

冷温水機ﾀﾞﾝﾊﾟｰﾓｰﾀｰﾕﾆｯﾄ取り換え工事 399,000 三洋電機ｻｰﾋﾞｽ 

駐車場ライン引き及びｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ補修 493,500 京都建設 

高圧受電設備改修工事 577,500 ﾆｯｼﾝﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

館内壁面塗装工事 1,942,500 ﾆｯｼﾝﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

空気調和機改修工事 1,093,575 東テク 

②メンテナンス等の委託（１件５０万円以上のもの） 

委託業務名 金額（円：税込） 業者名 

総合設備保守管理業務 8,106,000 ニッシンビルメンテナンス 

定期清掃業務 2,079,000 ニッシンビルメンテナンス 

日常清掃業務 6,490,000 京都手をつなぐ育成会 

エレベーター保守業務 1,291,500 三菱電機ビルテクノサービス 

冷温水機保守業務 1,396,500 三洋電機サービス 

庭園管理業務 577,500 植彌加藤造園 
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(3)管理運営に必要とする物品の調達（1件 20 万円以上のもの） 

物品名 金額（円：税込） 業者名 

プロジェクター設備 1,102,500 近畿音響工業 

スポーツタイマー 457,800 雄工舎 

公益法人会計ソフト 315,000 大和電設工業 

ホームページ（一部システム変更等） 500,000 リアライズ 

(4)京都市障害者スポーツセンター利用料収入 

➢ 平成 21 年度利用料収入    3,891,000 円   

 

４.その他寄付行為に定める目的を達成するために必要な事業 

(1)文化教室などの開催 

№ 教室名 回数 延人数 平均 

1 パソコンⅠ 3 20 6.7 

2 パソコンⅡ 3 31 10.3 

3 華道 20 289 14.5 

4 作品展示コーナーの設置 12 18（件） 1.5 

合         計 38 358 9.4 

(2)地域住民とのふれあい事業 

№ 事業名 実施日 人数 

1 センター夏祭り［前掲］ 8/2 3,331 

2 みんなで運動会［前掲］ 10/12 155 

3 みんなで楽しくふれあいランド-ダンス&ゲーム(共催) 11/28 124 

4 センタークリスマス会［前掲］ 12/20 1,766 

5 地域交流シネマ上映会［前掲］ 2/28 188 

6 地域ふれあい感謝祭（共催）［前掲］ 3/21 1,290 

合             計 6,854 

（3）障害のない人々も参加できる教室（スポーツ・文化）の開催 

№ 教室名 回数 延人数 平均 

1 華道教室［前掲］ 20 289 14.5 

2 ｽﾄﾚｯﾁﾝｸﾞ・ﾁｪｱｴｸｻｻｲｽﾞﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ［前掲］ 48 2425 50.5 

3 作品展示コーナーの設置［前掲］ 12 18 1.5 

合        計 76 2,797 36.8 
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（4）地域の人々に障害のある人の理解を進める事業の開催 

教室名 回数 延人数 平均 

1 こども運動Ⅰ 8 64 8.0 

2 こども運動Ⅱ(水曜クラス) 8 62 7.8 

3 こども運動Ⅲ(金曜クラス) 8 66 8.3 

4 こども運動Ⅳ(水曜クラス) 6 27 4.5 

5 こども運動Ⅴ(金曜クラス) 6 40 6.7 

6 ストレッチングⅠ 5 15 3.0 

7 ストレッチングⅡ 5 40 8.0 

8 成人水泳 7 50 7.1 

9 バレーボール 9 102 11.3 

合        計 62 466 7.5 

 (5)依頼による指導派遣 

①なづな学園 24 回 

②京都市こころの健康増進センターデイケア課 43 回 

③右京区役所福祉部福祉介護課 デイサービス・デイケア連絡会 1 回 

④視覚障害者協会 南支部 転倒防止講習会 4 回 

⑤京都市左京区社会福祉協議会 健康すこやか学級活動交流会 1 回 

⑥京都市聴覚成人講座 1 回センター内 

(6)広報活動 

①センター機関紙発行(4 回) 各 2,000 部 

②20 年度事業概要(年報)の発行 500 部 

③ホームページによる情報発信 アクセス数 90,849 件／年間 

④利用カレンダーの配布 

⑤近隣の清掃・美化活動 223 日実施 

(7)見学・実習の受け入れ 

①実習生の受け入れ 

№ 学校名 日程 人数 

1 修学院中学校 5/21～/27 2 

2 旭丘中学校 5/25～/29 2 

3 上京中学校 6/1～/5 2 

4 花園大学 8/5～9/2 1 

5 下鴨中学校 11/16～/20 1 

合           計 8 
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②見学の受け入れ 

 福祉 行政 教育 個人 その他 合計 

件  数 4 2 16 2 3 27 

見学者数 32 38 361 3 13 447 

 (8)職員研修 

①救急法等安全管理のための研修( 37 回)・心肺蘇生法個人練習（月 3 回×12 か月） 

②手話研修( 24 回) 

③点字研修( 18 回) 

④スポーツ研修 ： 「サウンドテーブルテニス審判講習会」（2回） 

⑤消防総合訓練(2 回) 

⑥普通救命講習（1 回） 

(9)講習・研修会派遣 

①安全運転管理者講習派遣(1 名) 

②参加・体験型交通安全研修会（1 名） 

③公益法人協会の実施する研修会への派遣（1 名） 

④全国手話検定試験への派遣（3名） 

⑤赤十字救急法・救急員養成総合コース派遣（3名） 

⑥京都府体育施設協会理事会及び施設管理者講習会派遣（1名） 

⑦京都市外郭団体実務講習会（1名） 

⑧日本障害者ｽﾎﾟｰﾂ協会公認上級障害者ｽﾎﾟｰﾂ指導員養成講習会への派遣（2名） 

⑨ＫＥＳ倶楽部研修会への派遣（1 名） 

⑩京都府スポーツ施設指導者講習会への派遣（1名） 

⑪京都市保健福祉局食中毒・感染症予防対策研修会への派遣（1 名） 

⑫日本障害者体育・スポーツ研究会発表への派遣（1 名） 

⑬体育施設管理士養成講習会（1名） 

⑭体育施設運営士養成講習会（1名） 

(10)会議への派遣 

①第 26 回障害者スポーツセンター協議会派遣(3 名)  

②平成 21 年度障害者スポーツ協会協議会派遣(1 名) 

(11)市民への便宜供与にかかる事業 

①定期送迎バスの運行 

［障害別定期送迎バス利用状況］                   （人） 

肢体不自由 視覚 聴覚言語 内部 療育 精神 介助 その他 合計 

1,497 478 128 103 577 178 846 155 3,962 
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［月別定期送迎バス利用状況］                （人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2月 3月 平均 

306 266 334 460 430 347 338 315 276 263 289 338 330.2 

➢ 総運行日数 278 日 1 日平均：14.3 人 

②申請による送迎バスの運行 

施設利用にかかる団体からの申請により，送迎バスを運行した。 

➢ 申請団体数：11 件  総利用者数：121 名  1 回平均：11.0 名 

③図書室の供用 

［利用者数］                                               （人） 

肢体 視覚 聴覚言語 内部 療育 精神 介助 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 障害なし 合計 

826 16 228 282 161 159 122 652 1,331 3,777 

④点字プリンターの供用 

➢ 利用者数：9 名 

(12)他の大会等への協力 

①全国障害者スポーツ大会京都市選手団の選手指導及び大会へのコーチ派遣(3名) 

②全京都障害者総合スポーツ大会への協力・役員派遣(5 名) 

③全国車いす駅伝競走大会への役員派遣(2 名) 

④日本身体障害者水泳連盟水泳競技強化合宿への派遣（1 名） 

⑤日本身体障害者陸上連盟陸上競技選手強化合宿への派遣（1名） 

⑥全国障害者スポーツ大会障害区分判定研修会講師派遣（1名） 

⑦第 13 回ふれあいリハビリ合気道記念大会講師派遣（1名） 

⑧東京 2009 アジアユースパラゲームズ水泳競技 競技役員派遣（2 名） 

⑨日本障害者ｽﾎﾟｰﾂ協会公認中級障害者ｽﾎﾟｰﾂ指導員養成講習会講師派遣（1名） 

⑩リオ 2009 IPC 短水路水泳世界選手権役員の派遣（1 名） 

(13)疾病への対応 

病気によるもの－40 件 

気分不良（20 件），目の充血（4件），鼻出血（4件），嘔吐（3件）， 

てんかん（2 件），腹痛（2件），発熱（1件）その他（4件） 

怪我によるもの－49 件 

擦過傷（23 件），打撲（9 件），切り傷（4件），捻挫（2 件），転倒（2件）， 

アキレス腱断裂（2 件），その他（7件） 

合計対応件数－89 件 

［以 上］ 

 



年間利用状況  別表

施設別

障害別

肢 体 17,034 4 2,162 8,144 50 － － 826 533 28,753

視 覚 1,400 1 175 753 0 － － 15 35 2,379

聴 覚 ・ 言 語 519 0 373 432 0 － － 228 197 1,749

内 部 4,640 2 1,144 1,964 1 － － 282 192 8,225

療 育 6,261 3 1,151 594 82 － － 161 230 8,482

精 神 2,817 1 692 818 1 － － 159 64 4,552

小　計 32,671 11 5,697 12,705 134 － － 1,671 1,251 54,140

介 助 者 10,303 2 1,000 1,699 232 － － 122 486 13,844

ボ ラ ン テ ィ ア 197 5 1,306 490 8 － － 642 30 2,678

有 料
利 用 者 3,476 0 2,065 3,991 0 － － 1,285 0 10,817

小　計 13,976 7 4,371 6,180 240 － － 2,049 516 27,339

障 害 の
あ る 人 6,732 14,706 967 － 6,291 732 9,946 1 1,103 40,478

介 助
ボランティア 3,963 9,689 607 － 6,890 206 8,280 10 779 30,424

有 料
利 用 者 140 3,783 144 － 1,447 0 1,027 46 925 7,512

小　計 10,835 28,178 1,718 － 14,628 938 19,253 57 2,807 78,414

障 害 の
あ る 人 39,403 14,717 6,664 12,705 6,425 732 9,946 1,672 2,354 94,618

介 助
ボランティア 14,463 9,696 2,913 2,189 7,130 206 8,280 774 1,295 46,946

有 料
利 用 者 3,616 3,783 2,209 3,991 1,447 0 1,027 1,331 925 18,329

１ 日 平 均
利 用 者 数 212 101 43 69 54 3 69 14 16 575

合　計 57,482 28,196 11,786 18,885 15,002 938 19,253 3,777 4,574 159,893

合　計

（単位：人）
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（単位：円）

Ⅰ　事業活動収支の部

１．事業活動収入

①　基本財産運用収入 365,000 365,000 0

基本財産利息収入 365,000 365,000 0

②　特定資産運用収入 296,000 363,221 △ 67,221

特定資産利息収入 296,000 363,221 △ 67,221

③　事業収入 213,722,000 213,873,920 △ 151,920

参加料等収入 952,000 1,276,595 △ 324,595

受託事業収入 208,240,000 208,240,000 0

利用料金収入 3,700,000 3,891,000 △ 191,000

その他収入 830,000 466,325 363,675

④　助成金等収入 853,000 837,800 15,200

助成金収入 853,000 837,800 15,200

⑤　雑収入 1,190,000 1,169,093 20,907

雑収入 1,190,000 1,169,093 20,907

事業活動収入計 216,426,000 216,609,034 △ 183,034

平成21年度収支決算報告書

収支計算書
平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日

勘定科目 予算額 差異決算額 備考

1



（単位：円）

２．事業活動支出

①　事業費支出

給料手当支出 73,545,000 72,301,843 1,243,157

退職給付支出 2,331,000 2,330,969 31

中退共掛金支出 600,000 600,000 0

福利厚生費支出 10,134,000 10,090,766 43,234

旅費交通費支出 155,000 150,080 4,920

通信運搬費支出 800,000 694,501 105,499

什器備品費支出 1,200,000 1,165,108 34,892

消耗品費支出 1,652,000 1,623,413 28,587 （注１）

修繕費支出 1,561,000 1,392,213 168,787

印刷製本費支出 631,000 573,816 57,184

燃料費支出 240,000 230,072 9,928

光熱水料費支出 36,530,000 36,347,117 182,883 （注１）

賃借料支出 485,000 387,639 97,361

保険料支出 914,000 906,680 7,320 （注１）

諸謝金支出 253,000 251,165 1,835 （注１）

委託費支出 25,962,000 25,909,070 52,930 （注１）

租税公課支出 110,000 109,500 500

負担金支出 245,000 245,000 0 （注１）

雑支出 578,000 467,523 110,477

仕入支出 520,000 313,290 206,710

　　　事業費支出計 158,446,000 156,089,765 2,356,235

予算額 差異 備考勘定科目 決算額

2



（単位：円）

②　管理費支出

役員報酬支出 374,000 280,000 94,000

給料手当支出 25,392,000 25,249,980 142,020

中退共掛金支出 180,000 180,000 0

福利厚生費支出 3,606,000 3,547,967 58,033

会議費支出 50,000 28,510 21,490

旅費交通費支出 441,000 434,030 6,970

通信運搬費支出 110,000 46,090 63,910

什器備品費支出 97,000 0 97,000

消耗品費支出 472,000 278,564 193,436

修繕費支出 8,518,000 7,476,086 1,041,914 （注１）

印刷製本費支出 565,000 564,772 228

光熱水料費支出 20,000 19,968 32

保険料支出 200,000 159,830 40,170

租税公課支出 26,000 9,700 16,300

雑支出 689,000 676,210 12,790 （注１）

　　　管理費支出計 40,740,000 38,951,707 1,788,293

事業活動支出計 199,186,000 195,041,472 4,144,528

事業活動収支差額 17,240,000 21,567,562 △ 4,327,562

勘定科目 決算額予算額 差異 備考
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（単位：円）

Ⅱ　投資活動収支の部

１．投資活動収入

①　退職給与預け金取崩収入 2,154,000 2,153,400 600

共済会退職給与預け金取崩収入 2,154,000 2,153,400 600

投資活動収入計 2,154,000 2,153,400 600

２．投資活動支出

①　特定資産取得支出 15,279,000 15,278,608 392

減価償却引当資産取得支出 1,279,000 1,278,608 392

特別修繕引当資産取得支出 6,000,000 6,000,000 0

事業平準化積立資産取得支出 8,000,000 8,000,000 0

②　固定資産取得支出 2,381,000 2,375,300 5,700

1,561,000 1,560,300 700

820,000 815,000 5,000

③　退職給与預け金支出 1,734,000 1,732,956 1,044

共済会退職給与預け金支出 1,734,000 1,732,956 1,044

投資活動支出計 19,394,000 19,386,864 7,136

投資活動収支差額 △ 17,240,000 △ 17,233,464 △ 6,536

0 4,334,098 △ 4,334,098

44,856,000 44,855,987 13

44,856,000 49,190,085 △ 4,334,085

ソフトウェア購入支出

次 期 繰 越 収 支 差 額

勘定科目

当 期 収 支 差 額

前 期 繰 越 収 支 差 額

什器備品購入支出

予算額 差異決算額 備考
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　　　資金の範囲には、現金預金、未収金、繰越商品、前払金、仮払金、未払金、前受金、預り金及び賞与引

　　当金を含めている。

（単位：円）

３　科目間の流用及び予備費の使用について

  (1) 科目間の流用（注１）

      　予算科目のうち、事業費支出－光熱水料費支出より消耗品費支出、保険料支出、諸謝金支出、

      委託費支出及び負担金支出に、管理費支出－修繕費支出より雑支出に次のとおり流用した。

（単位：円）

914,000

243,000 10,000 253,000

事業費支出　委託費支出 25,862,000 100,000 25,962,000

245,000

8,518,000

36,530,000

管理費支出　雑支出 589,000 100,000 689,000

事業費支出　光熱水料支出 37,000,000 △ 470,000

流用後予算額

事業費支出　消耗品費支出 1,452,000 200,000 1,652,000

科      目

前払金

当期末残高

61,982,774

預り金 567,366 794,966

55,969 10,000

合      計

未払金

105,000 140,000

予算額 科目間流用額

894,000 20,000

１　資金の範囲

２　次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

前期末残高

未収金

67,023,861

科      目

現金預金

225,129 520,701

312,744 278,333繰越商品

62,576,616 67,832,895

10,145,311

賞与引当金

次期繰越収支差額

35,000

44,855,987

20,000

6,972,952 6,038,693

合      計 17,720,629 18,642,810

収支計算書に対する注記

49,190,085

管理費支出　修繕費支出 8,618,000 △ 100,000

事業費支出　保険料支出

事業費支出　諸謝金支出

事業費支出　負担金支出

11,789,151

前受金
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        負債及び正味財産合計 224,846,313 205,001,467 19,844,846
        正味財産合計 183,625,709 163,922,256 19,703,453
        （うち特定資産への充当額） (123,355,049) (108,496,885) (14,858,164)
  ２．一般正味財産 156,848,094 136,774,638 20,073,456
        （うち基本財産への充当額） (25,000,000) (25,000,000) (　　　　　　　0)
        指定正味財産合計 26,777,615 27,147,618 △ 370,003
          受贈什器備品 1,777,615 2,147,618 △ 370,003
          京都市出えん金 25,000,000 25,000,000 0

23,358,582 △ 780,788

  １．指定正味財産
Ⅲ　正味財産の部

          賞与引当金 6,038,693

        負債合計 41,220,604 41,079,211 141,393
        固定負債合計 22,577,794

          預り金 794,966 567,366 227,600

922,181

          共済会退職給付引当金 22,577,794 23,358,582 △ 780,788

  １．流動負債

  ２．固定負債
        流動負債合計 18,642,810 17,720,629

          未払金 11,789,151 10,145,311 1,643,840
          前受金 20,000 35,000 △ 15,000

Ⅱ　負債の部

224,846,313 205,001,467 19,844,846        資産合計
        固定資産合計 157,013,418 142,424,851 14,588,567
        その他固定資産合計 8,658,369 8,927,966 △ 269,597

          ソフトウェア 1,441,915 907,845 534,070
          電話加入権 74,984 74,984 0

          什器備品 5,814,032 6,124,049 △ 310,017
          車両運搬具 602,928 904,392 △ 301,464
          構築物 724,510 916,696 △ 192,186
    (3) その他固定資産
        特定資産合計 123,355,049 108,496,885 14,858,164
          共済会退職給与預け金 18,336,814 18,757,258 △ 420,444
          事業平準化積立資産 32,000,000 24,000,000 8,000,000
          特別修繕引当資産 44,492,500 38,492,500 6,000,000
          減価償却引当資産 28,525,735 27,247,127 1,278,608
    (2) 特定資産
        基本財産合計 25,000,000 25,000,000 0

    (1) 基本財産
          投資有価証券 25,000,000 25,000,000 0

  ２．固定資産
        流動資産合計 67,832,895 62,576,616 5,256,279
          繰越商品 278,333 312,744 △ 34,411

          未収金 520,701 225,129 295,572
          現金預金 67,023,861 61,982,774 5,041,087
  １．流動資産
Ⅰ　資産の部

貸借対照表
平成22年 3月31日現在

（単位：円）

6,972,952 △ 934,259

科        目 当年度 前年度 増  減

          前払金 10,000 55,969 △ 45,969
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          受取共同募金配分金 0 112,500 △ 112,500

369,328

369,328363,221

          雑費 467,523 554,640 △ 87,117

          仕入 313,290 345,263 △ 31,973

          委託費 25,909,070 25,483,341 425,729

          支払負担金 245,000 105,000 140,000

          租税公課 109,500 109,500 0

          諸謝金 251,165 268,720 △ 17,555

          保険料 906,680 853,240 53,440

          賃借料 387,639 407,169 △ 19,530

          光熱水料費 36,347,117 39,101,124 △ 2,754,007

          燃料費 230,072 253,957 △ 23,885

          印刷製本費 573,816 520,850 52,966

          修繕費 1,392,213 853,754 538,459

          消耗品費 1,623,413 1,409,773 213,640

          什器備品費 1,165,108 1,232,276 △ 67,168

          減価償却費 2,531,841 2,722,323 △ 190,482

          通信運搬費 694,501 619,889 74,612

          旅費交通費 150,080 351,680 △ 201,600

          福利厚生費 10,090,766 10,297,057 △ 206,291

          中退共掛金 600,000 600,000 0

          退職給付費用 1,223,680 1,016,846 206,834

          給料手当 67,817,204 68,880,715 △ 1,063,511

        事業費 157,514,317 161,319,955 △ 3,805,638

    (2) 経常費用

        経常収益計 216,870,467 215,889,924 980,543

1,133,376 35,717

          雑収益 1,169,093 1,133,376 35,717

1,254,860 △ 155,627

          受取助成金 1,099,233 1,142,360 △ 43,127

3,238,900 652,100

          その他収益 466,325 693,830 △ 227,505

594,630 681,965

          受託事業収益 208,240,000 208,240,000 0

363,221        特定資産運用益

          特定資産受取利息

        基本財産運用益 365,000 365,000 0

    (1) 経常収益

△ 6,107

△ 6,107

  １．経常増減の部

Ⅰ　一般正味財産増減の部

科        目 当年度

5,332,838 △ 848,199

前年度 増  減

212,767,360 1,106,560

365,000 0

正味財産増減計算書
平成21年 4月 1日から平成22年 3月31日まで

（単位：円）

          基本財産受取利息 365,000

          参加料等収益 1,276,595

          賞与引当金繰入額 4,484,639

        事業収益 213,873,920

          利用料金収益 3,891,000

        受取助成金 1,099,233

        雑収益 1,169,093
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科        目 当年度 前年度 増  減

（単位：円）

108,570

  ２．経常外増減の部

235,248

0

          租税公課

        什器備品受入額 108,570 0

          雑費 676,210 440,962

159,830

Ⅲ　正味財産期末残高 183,625,709 163,922,256 19,703,453

          指定正味財産期末残高 26,777,615 27,147,618 △ 370,003

          指定正味財産期首残高 27,147,618 27,107,478 40,140

          当期指定正味財産増減額 △ 370,003 40,140 △ 410,143

          一般正味財産への振替額 △ 1,192,803 △ 1,224,860 32,057

        一 般正味財産への振替額 △ 1,192,803 △ 1,224,860 32,057

          基本財産受取利息 365,000 365,000 0

        基本財産運用益 365,000 365,000 0

          受取共同募金配分金 0 900,000 △ 900,000

        受取助成金 457,800 900,000 △ 442,200

Ⅱ　指定正味財産増減の部

          一般正味財産期末残高 156,848,094 136,774,638 20,073,456

          一般正味財産期首残高 136,774,638 121,760,618 15,014,020

          当期一般正味財産増減額 20,073,456 15,014,020 5,059,436

          当期経常外増減額 19,642 0 19,642

        経常外費用計 88,928 0 88,928

    (2) 経常外費用

        経常外収益計 108,570 0 108,570

        什器備品除却損 88,928 0 88,928

    (1) 経常外収益

          当期経常増減額 20,053,814 15,014,020 5,039,794

        経常費用計 196,816,653 200,875,904 △ 4,059,251

9,700 5,350 4,350

          印刷製本費 564,772

          保険料 159,830

          光熱水料費 19,968 20,850

          修繕費 7,476,086 7,669,114 △ 193,028

△ 882

643,903 △ 79,131

          什器備品費 0 169,302 △ 169,302

          消耗品費 278,564 382,772 △ 104,208

          減価償却費 24,128 59,594 △ 35,466

          通信運搬費 46,090 66,170 △ 20,080

10,218 18,292

          旅費交通費 434,030 353,540 80,490

          賞与引当金繰入額 1,554,054

          会議費 28,510

          福利厚生費 3,547,967

          退職給付費用 326,501

          給料手当 23,695,926 23,631,103 64,823

3,580,043 △ 32,076

          役員報酬 280,000 231,000 49,000

1,640,114 △ 86,060

          中退共掛金 180,000

        管理費 39,302,336 39,555,949 △ 253,613

312,084 14,417

180,000 0

          受取助成金 457,800 0 457,800
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１．重要な会計方針

（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　繰越商品　　先入先出法によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

　　　構築物、車両運搬具及び什器備品　　定額法によっている。

（３）引当金の計上基準

　　　共済会退職給付引当金　　期末退職給与の自己都合要支給額に相当する額を計上している。

　　　賞与引当金　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上

　　　　　　　　　　　　している。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　　　目

基本財産

　投資有価証券

小　　　計

特定資産

　減価償却引当資産

　特別修繕引当資産

　事業平準化積立資産

　共済会退職給与預け金

小　　　計

合　　　計

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　　　目

基本財産

　投資有価証券

小　　　計

特定資産

　減価償却引当資産

　特別修繕引当資産

　事業平準化積立資産

　共済会退職給与預け金

小　　　計

合　　　計

当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

44,492,500

(25,000,000)25,000,000

25,000,000 (25,000,000)

18,336,814

123,355,049

（うち一般正味財
産からの充当額）

108,496,885

133,496,885

（うち負債に
対応する額）

17,011,564

17,011,564

123,355,049

148,355,049

2,153,400

2,153,400

24,000,000

18,757,258 2,153,400

6,000,000

8,000,000

1,732,956

27,247,127

32,000,000

18,336,814

44,492,500

1,278,608 28,525,735

38,492,500

25,000,000

25,000,000 0

25,000,000

0 25,000,000

-

-

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

28,525,735 (28,525,735)

32,000,000

(44,492,500)

(18,336,814)

(32,000,000)

(105,018,235) (18,336,814)

148,355,049 (25,000,000) (105,018,235) (18,336,814)

財務諸表に対する注記
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４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　　　　目

構築物

車両運搬具

什器備品

ソフトウェア

電話加入権

合　　　計

５．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

助成金

　タンデムサイクリング体験会助成金 - 100,000 100,000 -

　パットゴルフ大会助成金 - 100,000 100,000 -

　ボッチャ大会助成金 - 75,000 75,000 -

　スポーツタイマー購入助成金 - 457,800 457,800 -

　ユニバーサル上映助成金 - 105,000 105,000 -

0 837,800 837,800 0

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

　目的達成等による指定解除額 108,570

取得価額 減価償却累計額

交付者

当期末残高

7,179,794 6,455,284 724,510

74,984

8,658,369

74,984

57,037,994

0

48,379,625

-

京都紫竹ロータリークラブ

（財）京都新聞社会福祉
事業団

-

-

京都市

合　　　計

（財）京都新聞社会福祉
事業団 -

京都府バイコロジー
をすすめる会

貸借対照表上の記載区分

-

内　　　　容

経常収益への振替額

金　　　額

合　　　計 1,192,803

　減価償却費計上による振替額

　基本財産受取利息

719,233

365,000

経常外収益への振替額

2,151,735 709,820 1,441,915

15,073,205 14,470,277 602,928

32,558,276 26,744,244 5,814,032
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            定期預金 三菱東京ＵＦＪ銀行京都支店

            定期預金 りそな銀行京都支店

            定期預金 三菱ＵＦＪ信託銀行京都支店

10,000,000

4,000,000

            定期預金 京都銀行高野支店 10,000,000

            定期預金 三井住友銀行京都支店

            定期預金 住友信託銀行京都支店

10,000,000

          事業平準化積立資産 32,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

10,000,000

            定期預金 みずほ銀行京都中央支店

            定期預金 関西アーバン銀行御池支店

            定期預金 滋賀銀行一乗寺支店

            京都市債 10,000,000

278,333

            定期預金 京都銀行高野支店 50,000

            京都府債 10,000,000

          減価償却引当資産 28,525,735

          前払金　　有線放送前払分 10,000

          繰越商品　　販売用商品期末棚卸高

        特定資産合計 123,355,049

          特別修繕引当資産 44,492,500

            定期預金 中央三井信託銀行京都支店 8,000,000

10,000,000

    (2) 特定資産

        基本財産合計 25,000,000

          京都市債 25,000,000

    (1) 基本財産

  ２．固定資産

        流動資産合計 67,832,895

          未収金　　物品販売未収分他 520,701

            決済用普通預金 京都銀行高野支店 26,951,485

            現金手許有高 21,155

          現金預金 67,023,861

科        目 金        額

  １．流動資産

Ⅰ　資産の部

財産目録
平成22年 3月31日現在

（単位：円）

            決済用普通預金 京都銀行高野支店 1,525,735

            定期預金 ゆうちょ銀行京都北店 7,000,000

            決済用普通預金 京都銀行高野支店 6,492,500

            定期預金 京都中央信用金庫　丸太町支店 10,000,000

            通常貯金 ゆうちょ銀行京都北店 1,221

            決済用普通預金 京都銀行高野支店 8,000,000

          共済会退職給与預け金 18,336,814
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科        目 金        額

183,625,709

22,577,794

        正味財産

          賞与引当金 6,038,693

        負債合計 41,220,604

        固定負債合計

          預り金　　源泉徴収所得税３月分他 794,966

          共済会退職給付引当金 22,577,794

  ２．固定負債

        流動負債合計 18,642,810

          未払金　　水道料金６期分他 11,789,151

  １．流動負債

Ⅱ　負債の部

        資産合計 224,846,313

        固定資産合計 157,013,418

        その他固定資産合計 8,658,369

          ソフトウェア 1,441,915

          電話加入権 74,984

          車両運搬具 602,928

          什器備品 5,814,032

          構築物 724,510

    (3) その他固定資産

          前受金　　基本財産利息収入 20,000
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7 

 

 

平成 22 年度事業計画 

 

平成 22 年度，京都市障害者スポーツ協会(以下，当協会という)は，新制度の「公益

法人」への移行が認定され，公益目的事業を行うことを主たる目的とする法人として新

たな第一歩を踏み出す一方で，指定管理者制度による京都市障害者スポーツセンター

(以下，センターという)の管理者として 5 年目となり最終年を迎えます。 

それに伴い，これまでにも増して，安全，安心を軸として，利用者の満足度の向上

や事業の効率化に向け，更に努力を傾注し，センターの管理運営に邁進しなければな

らないと考えています。 

また，厳しい社会情勢の中においても，明るく生きがいのある明日を目指し，障害

のある方々に，センターでのスポーツ活動を通して体力を養い，健康の維持増進に積

極的に取り組んでいただくとともに，利用者による評価や利用促進のためのＰＲ活動

と相まって，2 月末現在の総利用者数は，昨年度同時期と比べて約 4,000 人の増加を見

ており，最終的にも前年度を上回るものと予想されます。 

新年度は，さらなる向上を目指して，平成 21 年度同様，明るく・楽しく・元気にな

れるスポーツの場を，障害のある人々に提供していきたいと考えます。 

事業については，公益法人としての目的を達成するために新たな定款で定められた

次の事業を行います。 

 

（1）障害のある人のスポーツの振興事業 

（2）障害のある人の健康の維持・増進に関する事業 

（3）障害のある人の文化・レクリエーションの振興事業 

（4）障害のある人への理解を進めるための事業 

（5）京都市障害者スポーツセンターの運営事業 

（6）その他，この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

平成 22 年度，当協会は「公益法人」への移行が認定されたことによって，公益目的

事業を行うことを主たる目的とする法人としての立場を明確にするとともに，京都市障

害者スポーツセンター(以下，センターという)の管理者として，平成 23 年度以降も引

き続いて指定管理者の指定を受託し，利用者本位で「元気」，「安心」，「思いやり」，

をモットーにしたサービスを基本に，障害のある人々に対するスポーツの場の提供に努

める中で，どこにおいても，あらゆる障害のある人が疎外されることのないスポーツ環

境の構築のための啓発等にも取り組むなど，利用者から大きな支持が得られるセンター

管理者を目指して，役職員一丸となって努めてまいります。 
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１ 障害のある人のスポーツの振興事業（12,502 千円） 

（１）教室等開催事業 

  ①こども水泳教室ペンギンコース（身体）6 期，各 6 回 

  ②こども水泳教室ラッココース（療育）6 期，各 6 回 

  ③こども夏期水泳教室ペンギンコース（身体）2 期，全 5 回 

  ④こども夏期水泳教室ラッココース（療育）2 期，全 5 回 

  ⑤成人水泳教室 4 期，各 8 回 

  ⑥ハロウィック法水泳教室 全 10 回 

  ⑦レベルアップ水泳教室 全 24 回 

  ⑧ビームライフル教室 全 7 回 

  ⑨アーチェリー教室 全 12 回 

  ⑩エコロベース教室 全 8 回 

  ⑪卓球教室 全 8 回 

  ⑫レベルアップ卓球教室 全 15 回 （回数増） 

  ⑬水泳ワンポイントレッスン 36 回（午前の部は新規） 

  ⑭テニスワンポイントレッスン 24 回 

（２）スポーツ大会等開催事業 

  ①卓球大会 （4/18） 

  ②障害者シンクロナイズドスイミングフェスティバル（5/8，9） 

  ③パットゴルフ大会（5/30） 

  ④近畿身体障害者水泳選手権大会（6/27） 

  ⑤ボッチャ大会（9/20） 

  ⑥水泳記録会（10/3） 

  ⑦車いすハンドボール大会（11/28） 

  ⑧卓球バレー大会（12/5） 

  ⑨室内アーチェリー大会（3/6） 

⑩エコロベース大会（3/27） 

（３）各種スポーツ体験会・つどい等開催事業 

  ①タンデムサイクリング体験会（日時未定） 

  ②パットゴルフ体験会 第 1 金曜日・12 回 

  ③ハロウィック法水泳のつどい 前期 8 回・後期 8 回 

（４）講習会等開催事業 

  ①車いすハンドボール審判養成講座 全 5 回 

  ②ハロウィック法水泳講習会 （5/15，16）（11/13，14）２日間を 2 回 

  ③ハロウィック法水泳ヘルパー講習会（4/4） 

  ④飛込み講習会 全 4 回 

  ⑤センターボランティア講習会（2/5，6） 

  ⑥センターボランティア水泳研修会 （4/4） 
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（５）地域でのスポーツ振興事業 

   障害のある人のための施設へのスポーツ指導のための職員派遣（2 施設） 

（６）大会等への派遣事業 

  ①スポーツ指導員資格取得のための派遣 

・ 日本赤十字救急法救急員 

・ 上級障害者スポーツ指導員 

・ 健康運動指導士 

・ Ｇボール指導員 

・ ピラティス指導員 

・ 手話検定 2 級・3 級 

・ パソコン検定 

  ②障害者体育・スポーツ研究会への発表者の派遣 

  ③全国障害者スポーツ大会への役員派遣 

  ④全京都障害者スポーツ大会への役員派遣 

  ⑤全国車いす駅伝競走大会への役員派遣 

  ⑥競技団体の実施する大会への役員派遣 

 

２ 障害のある人の健康の維持・増進に関する事業（14,367 千円） 

（１）健康のための運動指導事業 

  ①ストレッチング教室 4 期，各 8 回 （1 期あたりの回数増） 

  ②ウォーキング教室 3 期，各 8 回 （1 期あたりの回数増） 

  ③転倒防止・バランス教室 2 期，各 8 回 （1 期あたりの回数増） 

  ④水中エクササイズワンポイントレッスン 全 60 回 

  ⑤ストレッチング・チェアエクササイズワンポイントレッスン 全 48 回 

  ⑥あんまマッサージ体験会 全 8 回 

  ⑦体力テスト DAY 全 4 回 

  ⑧運動講習会 全 6 回 

（２）相談事業 

  ①内科医師によるスポーツ医事相談 全 12 回 

  ②整形外科医師によるスポーツ医事相談 全 12 回 

  ③理学療法士によるスポーツ医事相談 全 24 回 

  ④運動プログラムの作成，指導 

 

３ 障害のある人の文化・レクリエーションの振興事業（2,723 千円） 

（１）文化教室等開催事業 

  ①華道教室 全 21 回 

  ②作品展示コーナーの設置 毎月 1 回 

  ③パソコン検定試験への職員派遣（前掲） 
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（２）レクリエーション教室等開催事業 

  ①放課後スポーツ教室 3 期，各 23～24 回 

  ②こどもレクリエーション教室 2 期，各 8 回 

  ③スポーツフィッシング体験会 2 回 

  ④ふれあいスポーツ DAY 6 回 

  ⑤ミュージックケア京都セミナー（6/12，13） 

 

４ 障害のある人への理解を進めるための事業（6,336 千円） 

（１）イベント等開催事業 

  ①夏祭り（8/8） 

  ②みんなで運動会（10/24） 

  ③クリスマス会（12/23） 

  ④シネマ上映会（2/11） 

  ⑤地域ふれあい感謝祭（3/20） 

（２）交流事業 

  ①バレーボール大会（10/22） 

  ＊参加される各チームの代表で作るチームと精神障害者のバレーボールチームと

の交流試合を実施し交流を図る。 

  ②成人水泳教室 全 8 回 

  ＊障害のある方のプールでの介助法を学んでもらい、実際に体験してもらう。 

  ③バレーボール教室 全 16 回 （回数増） 

  ＊シッティングバレーボールを体験してもらい、シッティングバレーボールチーム

と交流を図る。 

  ④こども運動教室 2 期，各 14～15 回 （１期あたりの回数増） 

  ＊手帳を持っていない療育活動を受けているこどもを受け入れる教室として実施。 

  ⑤華道教室 全 21 回（前掲） 

  ＊生け花教室を通して障害のある方とない方がともに交流を図る。 

（３）啓発事業 

  ①実習，職場体験学習等の受入れ 

  ②見学等の受入れ 

 

５ 京都市障害者スポーツセンターの運営事業（165,037 千円） 

（１）施設管理事業 

  ①救急法講習会への職員派遣（前掲） 

  ②スポーツ教室等の指導マニュアルの策定 

  ③スポーツセンター利用にかかる業務 

  ④職員の手話研修 全 24 回 

  ⑤職員の点字研修 全 24 回 
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  ⑥総合消防訓練等 2 回 

  ⑦心肺蘇生等救急訓練 全 60 回 

  ⑧安全運転管理者講習会への職員派遣 

  ⑨手話検定への職員派遣（前掲） 

  ⑩体育施設管理士及び体育施設運営士講習会への職員派遣 

  ⑪障害者スポーツセンター協議会への職員派遣 

  ⑫障害者スポーツ協会協議会への職員派遣 

⑬図書室の運営 

（２）施設整備事業 

  ①必要な施設の改修 

  ②必要な備品の調達 

  ③環境マネジメントシステム KES の継続改善実施 

（３）便宜供与事業 

  ①送迎バスの運行 

  ②点字プリンターの提供 

（４）宣伝事業 

  ①機関紙の発行 

  ②事業概要の発行 

  ③ホームページの運営 

  ④利用カレンダーの作成 

 

６ その他の事業（公益目的事業の推進に資する事業）（830 千円） 

便宜供与としての物品販売（水着，水泳帽等） 



（単位：千円）

科          目 予算額 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

　（１） 経常収益

        基本財産運用益 350

          基本財産受取利息 350

        特定資産運用益 402

          特定資産受取利息 402

        事業収益 214,020

          参加料等収益 1,250

          受託事業収益 208,240

          利用料金収益 3,700

          その他収益 830

        受取助成金 834

          受取助成金 834

        雑収益 870

          雑収益 870

        経常収益計 216,476

　（２） 経常費用

        事業費 201,795

          給料手当 89,111

          賞与引当金繰入額 5,859

          退職給付費用 1,504

          中退共掛金 757

          福利厚生費 14,535

          旅費交通費 925

          通信運搬費 924

          減価償却費 2,350

          什器備品費 2,000

          消耗品費 2,413

          修繕費 10,381

          印刷製本費 1,670

          燃料費 320

          光熱水料費 39,520

          賃借料 465

          保険料 929

          諸謝金 300

          租税公課 130

          負担金 245

          委託費 25,564

          仕入 520

          雑費 1,373

平成22年度 収支予算書

平成22年 4月 1日から平成23年 3月31日まで
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（単位：千円）

科          目 予算額 備考

        管理費 4,792

          給料手当 3,245

          賞与引当金繰入額 181

          退職給付費用 46

          中退共掛金 23

          福利厚生費 450

          会議費 50

          旅費交通費 307

          通信運搬費 86

          什器備品費 150

          消耗品費 30

          印刷製本費 36

          諸謝金 50

          租税公課 6

          雑費 132

        経常費用計 206,587

          当期経常増減額 9,889

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

        経常外収益計 0

    (2) 経常外費用

        経常外費用計 0

          当期経常外増減額 0

          当期一般正味財産増減額 9,889

          一般正味財産期首残高 145,414

          一般正味財産期末残高 155,303

Ⅱ　指定正味財産増減の部

        基本財産運用益 350

          基本財産受取利息 350

        一 般正味財産への振替額 △ 779

          一般正味財産への振替額 △ 779

          当期指定正味財産増減額 △ 429

          指定正味財産期首残高 26,572

          指定正味財産期末残高 26,143

Ⅲ　正味財産期末残高 181,446

注）本年度より公益法人会計基準（平成20年改正）に基づいて表示のため平成22年度のみ
記載。
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